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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
〈祈りのために〉
　ハレルヤ。聖所で神を賛美せよ。大空の砦で神を賛美せよ。（詩編150：１）
以前アフリカから来た留学生と会った時、私が「お国はナイジェリアですか」と聞いたら、急に不機嫌になって「いいえ、カメルーンですよ。わかりませんか」と言われたことがありました。よく考えて質問すべきだったと反省しましたが、ただ日本ではよほどの人でなければナイジェリアとカメルーンの違いはわからないでしょう。同じように、アフリカから見たら、日本人も韓国人も中国人も区別がつかないに違いありません。そんな似たもの同士が争いあっているのが今の世界の状況です。
1957年、人工衛星の打ち上げによって宇宙時代の幕が開きました。人類はやがて月に到達し、今は火星に向かう計画が進められています。宇宙開発は幾多の大きな問題をかかえつつも、ひとつ素晴らしいことをもたらしてくれました。それは、神が創造なさった地球が外から見えるようになったことです。地球上にどれほど多くの民族や人々がいようともみな兄弟姉妹だということが、視点を変えることによって見えてくるのです。多くの宇宙飛行士が宇宙で、かけがえのない地球ということを実感して帰ってきますが、その思いが争い悩む世界に拡大されてゆきますように。その中で私たちは、星を見るのに夢中になってどぶに落ちた学者のようであってはなりません。心は宇宙に生きていながら地に足を踏みしめ、厳しい現実の中で苦闘しながらも懸命に生きるのです。
真実の神は天におられます。神はその所から宇宙と世界のすべてをご覧になっています。ただし、それは神が天という高い所にばかりおられるということではありません。そのことを示して下さったのがイエス・キリストです。神は人間となって天から降りて来られました
ある人がアリを見て、どうしたらアリに神様のことを知らせることが出来るのかという奇妙な問題を出しました。答えは、「あなたもアリになることです。そしてアリのために命を捨てることです」というものでした。いったいアリのために命を捨てることの出来る人などいるでしょうか。しかし神と人間との距離は人間とアリとの距離よりも大きいのです。いと高きところにいます神が最も低い所、それも罪と悲惨のきわまる場に来られ、そこから人間のために敵意という隔ての壁を取り壊して下さいました。私たちは教会で神を賛美するばかりでなく、大空から地上を見て神を賛美する心の自由を得たいものです。平和の君、イエス・キリストを主と仰ぐことの出来る幸せを感謝いたします。
（祈り）
「未知の世界に向かって行く人間たちに神様を畏れる心を育てて下さい。」
　　　　　　
井上　豊（大会靖国神社問題特別委員会委員、広島長束教会牧師）
ヤスクニ問題とわたし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　澤　正幸
　靖国神社問題とはじめて遭遇したとき、わたしは高校生だった。その頃、日本キリスト教会は「靖国神社国営化法案」反対の闘いに、まさに教会闘争として取り組んでいた。断食がなされ、法案反対の街頭署名が行われていた。そのような中で、今なおわたしの心に最も深く印象づけられているのは、靖国神社の境内にたった一人で立って反対を唱えた小川武満牧師である。先生が天に召されて10年以上が経つが、自伝「地鳴り」（キリスト新聞社）や「戦争と罪責」（野田正彰著、岩波書店）を読むと、まざまざと先生の生きた姿がよみがえってくる。戦争に際して幾度も遺書を書き、既に死を覚悟した自分は死を恐れないと言って、右翼から命を狙われる危険をも顧みないで一人で靖国神社に立った小川牧師は、わたしにとって靖国問題の原点である。小川先生は北極星のように、この問題との取り組みのあるべき方向を、時代と状況が変わる中にあって、変わることなく指し示してくれる存在である。
　なぜ靖国神社問題に反対するのか。その原点は何か。小川先生は自らの軍医としての体験、牧師としての経験を通して、戦争中、中国で、日本軍が行った非道残虐な行為、その中で心身を病み、人格が崩壊して行く日本人兵士たちを見た証人として、戦争を美化し、偉業として讃え、戦死者を神として祀ろうとする靖国神社に全存在をかけて、否を唱えられた。
　わたしは高校生から、やがて神学生となり、伝道者となって今日にいたる中で、靖国神社問題に何故反対するのか、教会と国家、政教分離の問題、さらに歴史認識へと問題がひろがり、何が問題の中心かとらえにくくなる中で、小川牧師の存在にもう一度、原点を確認させられる思いがする。畢竟、歴史認識をめぐる問題も、最終的に行き着くところは、過去の戦争において犯された大きな罪と悲惨を認めるか否かにある。侵略戦争と植民地支配によって、どれだけ多くの悲劇と犠牲を生んだかである。小川牧師はその証人だった。
　と同時に、小川牧師はキリスト者として、イエス・キリストの十字架による罪の赦し、神の和解の福音の証人であった。神が与えて下さる和解と平和が恵みとして差し出されているからこそ、国家も教会も、また一人一人が罪を認め、悔い改め、新しく生きることを小川牧師は宣べ伝えられた。
　そのたたかいをわたしも受け継いで行きたいと願っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福岡城南教会牧師）
＜良書紹介＞
「日本はなぜ、『基地』と『原発』をやめられないのか」
矢部宏治著（集英社インターナショナル）
この書物は、これまで隠されていた戦後の問題をわかりやすく論理的に書かれた書物です。300頁近くありますから、一部しか紹介することができません。
この書物の書かれた動機は、2011年3月の福島原発事故にあります。「なぜ、事故の結果、ドイツやイタリアでは原発廃止が決まったのに、当事国である日本では再稼働が始まろうとしているのか」。この「大きな謎」を解くという出だしで書かれております。
Part１は「沖縄の謎」です。沖縄で見た日本という国の真実です。米軍の飛行機は沖縄の上空をどんな高さでも飛んで良いことになっているが、アメリカ人が住んでいる住宅の上では絶対に低空飛行をしないという法があるのです。どうしてなのか。1945年から今日まで、「アメリカ占領軍」は「在日米軍」と名称を変えているだけだからです。この国の現実は、上位には安保を中心としたアメリカとの条約があって、その下位には日本国憲法を含む国内法となっております。それを決定化したのは、1959年の砂川裁判です。「在日米軍の存在が憲法違反かどうか」をめぐって争われた時、最高裁は「憲法判断をしない」という判決を出したのです。ここから安保条約とそれに関する取り決めは、憲法を含む日本の国内法全体に優先するという構造が法的に確定したのです。これを「統治行為論」と呼んで、法学上の「公理」のように扱うようになりました。日本の権力構造の最高位に「日米地位協定」があります。それを構成しているのは「日米合同委員会」であり、日本の権力機構のトップ構造がそこにあるということです。
Part２は「福島の謎」です。福島の人々は田畑を失い、仮設住居で明日をも知れぬ日々を送っております。それなのに、なぜこの大惨事の加害者は罰せられないのか。なぜ警察は東京電力の捜査に入らないのか。なぜ家や田畑を失った被害者に正当な補償が行われないのかという疑問があります。これは普天間基地周辺の住民たちが、基本的人権の侵害だとして、飛行機の差し止めを求める訴訟に対して「最高裁は米軍を日本政府が直接指揮することのできない第三者だから出来ない」と説明しているように、福島の場合も同じく「日米原子力協定」という日米間の協定があって、これが日米地位協定とそっくりの構造を持っているからです。日本側だけでは何も決められないようになっているのです。アメリカ側の了解なしに日本側で決めて良いのは、電気料金だけであるようです。
それでは、どうして日本と米国の関係はこんな構造になったのか、という疑問があります。それはPart３の「安保村の謎」（1）…昭和天皇と日本国憲法…に書かれています。この「対米従属路線」を作ったのは昭和天皇です。昭和天皇を中心とする日本の支配層は、天皇制国家体制を米国から護ってもらうために、政治を通さない裏ルートで提案したのです。それに応じて米国が天皇を戦争責任に問わないのは、米国が戦争勃発時に「裕仁を中心とした傀儡政権」を考えていて、その天皇を利用して戦後を始めたというのです。
Part４は、「安保の村」（2）…「国連憲章と第２次世界大戦後の世界」を、法的視点からていねいに解説していることは、注目に値します。Part５は、「最後の謎」…「自発的隷従と歴史的起源」では、戦後の歴史の謎が解き明かされています。
「あとがき」では、「昔も今も日本社会の最大の欠点は、政府のあらゆる部門に憲法によるコントロールが欠けており、その結果、国民の意志が政治に反映されず、国民の人権が守られていない。明治天皇の国家体制がそうであったように、戦後は「天皇」＋「米軍」という新しい国家権力構造がすっぽり収まり、昭和天皇の亡き後は、米軍と外務・法務官僚が「天皇亡き天皇制」を完成させたと、現在の国家権力の仕組みを暴いています。
川越弘（大会靖国問題特別委員会委員、沖縄伝道所牧師）
＜ヤスクニ・ニュース＞
曽野綾子さんと産経新聞に撤回を強く求める
反差別国際運動日本委員会（理事長武者小路公秀）は、2月17日、アパルトヘイトの日本導入を奨励するコラム、曽野綾子さんと産経新聞に撤回を求めた。その要請文要旨である。
「2015年2月11日付の『産経新聞(朝刊7面)』に掲載された曽野綾子さんのコラム『労働力不足と移民』は、日本での移民の受け入れにあたってアパルトヘイト(人種隔離政策)を奨励する内容で、断じて許されるものではありません。曽野さんはコラムで高齢者介護を担う労働力不足を補完する移民労働者受入れについて述べるなかで、…『私は、居住区だけは、白人、アジア人、黒人と分けて住む方が良い』とし、『事業も運動も研究も何もかも一緒にやれる。しかし居住だけは別にした方がいい』と締めくくっています。…（これは）まさにアパルトヘイトの導入を奨励するものです。既に南アフリカのペコ駐日大使は、アパルトヘイトは人道に対する犯罪…と抗議し、アフリカ日本協議会もコラムの撤回と…謝罪を求めています。
アパルトヘイトの廃絶は、南アフリカの人びとの命をかけた半世紀以上の闘争によって1994年に勝ち取られたものであり、世界はそれを支持し、二度とこの過ちを繰り返すまいと誓いました。また日本は1995年に人種差別撤廃条約に加入し、人種差別を非難し、あらゆる形態の人種差別を撤廃する政策を遅滞なく取ることを約束し、いかなる個人、集団または団体による人種差別も禁止し終了させる義務を負っています。アパルトヘイトを奨励するコラムを容認することは、それらの誓いに反するものであり、…コラムの撤回を強く求めます」。
日本人牧師らが「慰安婦」に謝罪。「過ちを許して欲しい」
　「私は皆さんの前にひれ伏して謝罪することをずっと願ってきました。皆さんの真実を知るにつれ、謝罪せずには死ぬこともできないと考えるようになったからです」。１月1日午後、ソウル市内の在韓日本大使館前で行われた「慰安婦」問題の解決を求める1146回目の「水曜集会」に、年配の日本人牧師3人が参加した。韓日教会協議会に所属する日本人のシダ・トシノブ牧師（75）ら3人は、水曜集会に参加した韓国の市民150人の前で、旧日本軍出身のムトウ・キヨシ（武藤清）牧師（87）の代わりに罪を告白する文章を読んだ。福島県在住のムトウ牧師は17歳で志願入隊し、血書を提出して神風特攻隊員となり、自爆訓練を行った。日本人牧師たちは「自身の過ちで苦しんできたムトウ牧師は、死ぬ前に必ず「慰安婦」被害者の元を訪れて謝罪したいと水曜集会への参加を準備していたが、先ごろ手術を受けて自由に動けないため、やむを得ず謝罪文をわれわれに託した」と説明した。謝罪文でムトウ牧師は「どうか皆さんを苦しめたかつての日本の暴力を許していただきたい」と述べた。朗読を終えた牧師たちは腰を90度に折って深く頭を下げ、準備してきた花束を差し出した。元「慰安婦」の金福童（キム・ボクトン）さん（88）が静かに立ち上がった。「日本は悪いが、日本国民が悪いわけではない」。金さんは「こうして来てくださってありがたい」と述べ、「慰安婦」被害者を象徴するチョウのバッジを日本人牧師たちの襟元に付けた。（朝鮮日報　イ・ギムン記者　14年1月2日）
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辺野古反対基地リーダーが逮捕
　2月22日（日）、基地反対県民集会がシュワブゲート前で2800人が集まって、海上作業を強行する政府に抗議した。その直前、抗議のリーダー二人が基地の境界線の内側に入らないよう誘導している最中に、米軍と警察と機動隊が二人の足を持って基地内に引きずり入れて、「刑特法違反」として名護署に移送した。市民の抗議はさらに高まっている。
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